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＜連絡事項＞

· 4/4（月）奥山以依子様退院となります。14：00に家族が来院し手続きを行い、そのまま青山荘へ行くとの事。初外来は4/14、10時となります。

· 4階のトイレを修理し、直っています。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

元沢　政治様～本日元沢様に歩行チェック表を渡しています。拒否する事もなく受け取っていますので、歩行運動に対して必要性が理解出来ているのではないかと思われます。朝食後・夕食後の1日二回歩行運動を行う事にしていますので、声掛けをお願いします。

江刺家恵子様～現在、午前・午後ともリハビリテーションプログラムを行っており内容も午前・午後共同じ物となっている為、今後Ｂグループが作業療法に行っている間病棟でレース編みを行う事に本人と話し合い決めています。また、自分で家族に電話し、必要物品の購入もお願いしていますので、近日中にはご家族から届くと思われます。

　　　　　　　Ａグループの活動が病棟ホール以外に時には、江刺家様が病棟ホールに一人残り、レース編みを行う事になりますので、その際には日勤スタッフが時々目を配っていきましょう。（ダンベル体操も継続です。）

　　　　＃１　プログラムに意欲を持って取り組めていない。（作業療法導入となっていない為、午前・午後同じプログラムになったりする為。）

　　　　　Ｐ－①　Ｂグループなので、Ｂの作業の時間はホール内で作業に準ずるものを行って頂く。

2 初めは自分のやりたいもの（例　レース編み→本人希望）をして頂き、意欲を持って取り組める様援助する。

3 作業中、時折声掛けし、気分転換を図ったり、励ましたりする。

　　高橋　百壽様～唾液をゴミ箱に吐いている状態が続いています。夕食後に不調となる事が多く、その状態について本人に自己洞察を促すも原因は分からない様子で、毎日の日記にも「今日も1日具合が悪かった。」という内容のみです。現在日記は「毎食後書くのは辛い」との事で1日1回としています。本日外泊に行かれている為、外泊から戻ったら“退院する為には何をどうしたらよいのか”を本人と話し合っていきます。また、外泊の際の状態報告では「大丈夫だった。」と話されている為、お母様からも外泊時の状態等を詳しく情報収集していきます。演技的な面や幼児期に戻ったような言葉遣いをする事があり、その様なときは、静かに見守り、自立した生活ができるようにアプローチしていきましょう。
















